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This paper reviews researcb on the relationship between anger and health．Literature on anger

and bea比h was collected 缶om bothJapanese and 女）reign databases．Tbe rapidincreasein the

literat11re after the1990sindicates that tbisissue has recently received greater attentioninJapan

and overseas．The relationships between anger and vadous diseases，SuCb asischemic heart

disease，have been studied．Altho喝b many studies bave taken anger expression or coplng aS tbeir

prlmaryindependent v拡iables，the results缶om this body of researcbis not consistent．This paper

argues that studies focusing on tbe mediating processes between anger expressioIVcoping and health

拡e neededin order
to

explain theinconsistenciesin the researc壬Iiiterature．Moreoveちdi鮎rences

due to gendeち SeX，age，and culture mayinfluence the research results．Investlgation of the

adaptive role ofanger may be usefulfor tbe development ofhealthy anger management．
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問題と目的

これまで，怒り（Anger）の問題は健康心理学お

よび感情心理学の領域を中心に多くの研究がなされ

てきている．また，感情としての怒りだけでなく，

それに関連する認知・態度である敵意（Hostility）

および行動的側面としての攻撃（Aggression）につ

いても研究されてきており，3つの頭文字を取って

AHAと総称されることも多い．近年，AHA

（Anger－Hostility－Aggression）に関する文献は増

加傾向にある．島井（2002）によると，AHAを

キーワードとする論文の数は1950年ごろには年間

100本程度であったのに対し，1995年以降には年間

1600本程度にまで増加している．また，島井

（2002）はAHAの論文の中で，健康をキーワードと

するものも増加傾向にあることを指摘している．

1995年以降では，AHAの論文のうち200以上が健康

に関するものであるとのことである．
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このようにA技Aと健康に関する論文が増加して

いる背景としては，まず心筋梗塞や狭心症などの虚

血性心疾患（Iscbemic Heart Disease：以下IHDと

する）とÅHAとの関連を検討した研究による影響

がある と考え られる．取iedman＆Rosenman

（1959）はタイプA行動パターンと名づけられた行

動特徴をもつ者はIHDになりやすいと主張したが，

その後，IHDに関連するのはいくつかの行動パター

ンの総合概念であるタイプAではなく，それに含ま

れる怒りに関連する特徴ではないかという見地が認

められるようになった（Siegman，1994）．さらに，

近年においては怒りはIHDだけでなく，より多様

な視点から健康との関連が検討されるようになって

き ている．Suinn（2001）は“The terrible twos”

として怒りと不安を挙げ，怒りに関しては風邪等の

一般的疾患や痛みとの関連について述べている．他

にも，様々な疾患と怒りとの関連を指摘する研究が

あり，また自律神経系や免疫系の反応と怒りの関連
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を検討することにより，健康への悪影響のメカニズ 100

ムを明らかにしようとする研究も散見される．

このようにAHAと健康との関連を検討した研究

は増加しているが，それに伴い研究結果の不一致や

混乱がみられるようになっているため，こうした混

乱を整理する必要がある．よって，本研究ではま

ず，国内外の研究の流れを概観することにより，今

まで行われてきた研究の知見に矛盾・混乱があるか

を検証する．次に，従来の研究の問題点を整理し，

今後の研究の展開に必要とされる視点や課題への示

唆を得ようと試みる．

なお，今回はAHAの感情側面である怒りを中心

に取り上げることとする．なぜならば，今後日本人

を対象とする研究を行っていく上では，認知・態度

である敵意，行動としての攻撃という外的過程を含

む事象に比べると，感情という内的過程である怒り

は和を重んじる日本における社会的な抑圧を受けに

くいと考えられ，研究対象としてより適切である

（Ⅵねtanabe＆Kodama，2003）と考えられるためで

ある．

調査1 海夕もにおける怒りと健康に関する研究

目的

主に海外における怒りと健康に関連する研究の流

れを概観するために，海外のデータベースを用いて

文献を検索し，整理することを目的とする．文献収

集に用いるデータベースとしては，心理学やその関

連分野の研究を広く収集しており，怒りと健康とい

うテーマに関して多様な研究が登録されていること

が予測されるPsychoInわを採用する．

手続き・結果

2003年8月，PsycboIn女）データベースにおいて

1967年以降の全ての文献を対象として検索を行っ

た．検索の条件としては，キーワード“anger”を

タイトルに含む文献のうち，レコード中にキーワー

ド“health”を含む文献とした．その後，検索結果

として出力された全ての文献を村法によって分類

した．5年ごとの文献数をRg．1に，分類の結果を

r払blelに示した．以下，各大分類ごとに詳細を述

べる．

1．心臓疾患と怒りとの関連を検討した研究

心臓疾患と怒りとの関連を検討した研究は50件と

最も多く，他疾患と比較してもこの分野の研究が盛

んであることが分かる．その内容としては，まず上

述したように，タイプA行動パターン研究の流れか

ら心臓疾患との関連を検討した研究がある．しか

し，タイプA行動パターン自体の研究は現在ではほ
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とんど行われておらず，Nakano＆Kitamura

（2001）のように，タイプA行動パターンにおける

怒り構成要素と健康との関連を検討したものがほと

んどである．次に，怒りのみに焦点を当てて心臓疾

患との関連を検討した研究がある．GroeI；

Thomas，Droppleman＆協unger（1994）のように

縦断的な検討を行ったものもあり，怒り尺度の得点

と心臓疾患の危険因子である高血圧との間に関連が

みられている．他にも，怒りが1時間後の心筋梗塞

発生と関連することを検討したMoelleちHallqvist，

Didericbsen，Theorell，Reuterwall＆ Ahlbom

（1999）の研究など，様々な観点から怒りの影響が

検討されており，De鮎nbacher（1994）ほ心疾患治

療において怒りを介入目標とすべきであるとし，そ

の減少のためのアプローチについて言及している．

心臓疾患患者への具体的な介入としては，連動

（Hightoweち2000）や呼吸法（井澤・衣田・児玉，

2002），ユーモア（梧本，2002）について検討した

研究がある．

このような流れの中で，怒りに関してその表出が

心疾患と関連しているとする立場がある．鈴木・春

木（1994）はSpielberger（1988）に よ るState一

甘aitAngerExpressionInventory（以下SlÅⅩⅠとす

る）を用い，高血圧を伴うIHD患者において怒り

表出得点が高いことを示した．MulleちRau，Brod沸

Elbert＆Heinle（1995）も，怒りの攻撃的な表出

と高コレステロールとの関連を示している．その一

方で，縦断研究において怒り抑制が他の危険要因か

ら独立してIHDを同定することを示したGallacbeち

協rnell，Sweetnam，EIwood＆Stansfeld（1999）の

ように，怒りを表出せずに抑制することが悪影響を

及ぼすという立場もあり，見解の相違が存在する．

さらに，S¶1ⅩⅠによって測定した怒りと血圧との間

に関連がみられなかった恥rteちStone＆Schwartz

（1999）のように，表出や抑制といった怒りの表現

が心臓疾患と関連するという示唆が得られなかった
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取blel怒りと健康に関するPsychoInfo文献の分類結果
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No・ 大分類 文献数 小分類 文献数

1． 心臓疾患 50 タイプA・敵意から怒りへ 7

怒りの悪影響 10

患者などへの介入 3

怒り表出の悪影響 5

怒り抑制の悪影響 8

怒り表現による影響の否定 4

研究結果の混乱を解決する提案 13

2． その他の疾病 49 痛み 7

抑うつ 5

PTSD 5

アルコール・薬物依存 4

ADHD 3

知的障害 2

月経前不快気分障害 2

その他の疾患 10

一般的健康 7

怒りとの関連性を否定 2

研究結果の混乱を解決する提案 2

3． 怒りマネージメント 34 認知行動的アプローチ 9

その他のアプローチ 25

4． 怒りの文化差 22 黒人 12

その他の国 9

文化差 1

5． 怒りの測定 17

6． 怒りの性差，年代差 15 女性，男性

性差

年代差

性差および年代差

9

3

2

1

7． 発達研究 14

8． レビュー 13

9． 治療者一被治療者関係 12

10． 暴力 7

11． 職業 5

12． その他の研究 13 関連要因との検討 10

生理学的検討 3

13． アブストラクトなし 6

計 257

研究も存在する．このような研究結果の混乱を説明

する仮説としては，状況要因の影響を重視する

Brosschot＆Tbayer（1999），どのような表現でも

過剰になると危険であるとするEverson，Goldberg，

Kaplan，Julkunen＆Salonen（1998），表現よりも怒

りを建設的行動につなげることが健康と関連すると

い う Davidson，MacGreg叫 Stuhち Dixon ＆

MacLean（2000）の研究のほか，性差（払ber＆

Burns，1996）・遺伝（Ewart，1991）・白衣高血圧な

どの個人差（Suls，Wan＆Costa，1995）の影響と

する研究がある．

2，その他の疾患と怒りに関する研究

心臓疾患以外にも，様々な疾患と怒りとの関連に

ついて研究が行われている．まず，頭痛や腰痛・慢

性痺痛患者など，痛みの症状と怒りとの関連につい

て検討した研究が比較的多い．NichoIson（2000）
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は頭痛患者や顎関節症患者において敵意・特性怒

り・怒り内向の尺度得点が高かったことを示した．

抑うつと怒りとの関連についても検討が行われてお

り，Sperberg（1996）は女性における検討において

抑うつの高さと怒り表出・抑制の高さに関連があっ

たことを示している．また，怒りに関する個人差に

よってPTSDの発症が異なることを示唆した

Mcぬ11，Ⅶright，Donovan＆Raskind（1999）など，

PTSDに関する研究も存在する．さらに，薬物依存

者にS℃軋ⅩⅠを実施し怒り表現について検討した

Aharonovicb，Nguyen＆Nunes（2001）のように，

アルコールや薬物依存患者における検討も行われて

いる．他にも，ADHD患者における怒り表出行動

（Richards，Deだenbacher＆Rosen，2002）や，知的

障害者の怒り対処行動（Benson＆Fuchs，1999），

月経前不快気分障害（Hartlage＆Arduino，2002）

など，多様な疾患と怒り関連要因について検討が行

われている．また，疾患でなくとも，STAXIにおけ

る怒り表出と身体愁訴との関連を示したMartin，

Wan，David，Ⅶegneち01son＆ⅦAtson（1999）の研

究や，怒り要因と精神的健康との関連を検討した研

究（Kopper＆Epperson，1996）のように，症状や

全般的な健康状態との関連を示した研究も存在す

る．

その一方で，健康の説明分散に対する怒り要因の

寄与は取るに足らない程度であったというThomas

＆Vi11iams（1991）の研究のように，心臓疾患に関

する研究と同様怒りとの関連がみられなかった研究

も存在する．研究結果の不一致を解決する試みとし

てほ，怒り表現を程度と頻度にわけて測定した

Keinan，Ben－Z叫Zilka＆．Carel（1992）の研究など

がある．

3．怒りマネージメントに関する研究

怒りが身体・精神的健康に悪影響を与えることを

前提に，そのマネージメント方法を検討した研究が

行われている．最も多くみられるのは認知行動的ア

プローチによるマネージメントプログラムの開発や

事例に関するものであり，攻撃的な子ども

（Locbman，Curr沸Dane＆Ellis，2001）・痴呆患者

柵isner＆Green，1986）・女性（Nugent，1991）・

集団治療（Hird，耶Iliams＆Markham，1997）な

ど，様々な対象への適用が検討されている．それ以

外にも，リラクセーション（Golletz，1997）・催眠

（Chandleち1993）・心理教育的ア プロ ーチ

（Castronovo，1995）などの技法が用いられており，

認知的再構成と系統的脱感作の効果を比較したDiaz

（2000）のような研究も行われている．また，いく

つかの技法を統合して用いる怒りマネージメントプ

ログラムを用いた研究もあり，自己マネージメント

のための本（pt庶＆Arb叫1999）なども出版され

ている．

4．怒りの文化差に関する研究

怒りの文化差に関しては，まずアメリカ社会にお

ける黒人差別を背景として，人種による怒りの差異

を検討した研究がみられる．先行研究と同様に，ア

フリカ系成人においても怒りを外部に表出する人は

健康問題が多いことを示した研究けohnson＆

Broman，1987）や，逆に怒りの抑制が心臓や睡眠

などの健康や危険要因と関わっているという結果が

得られた研究けohnson＆Greene，1991）等があ
る．しかしその一方で，Herrero一泡ylor（1999）は

アフリカ系アメリカ人サンプルにSmIを実施し，

その適用には改訂と再解釈が必要であることを指摘

した．その他の国においても，サモアにおける

S¶1ⅩⅠの検討（Steele＆McGarvey，1996）などが

行われている．また，怒りに対する価値観における

中国とアメリカの差異を検討した研究（Cheng＆

払ge，1995）など，国家や民族における怒りに関す

る特徴を検討した研究もみられる．

5．怒りの測定に関する研究

怒りの測定に関しては，まず小児用のSTAXIを

開発した研究（Musante，甘eibeちDavis，鞄11er＆

Thompson，1999）や標準値・信頼性を検討した研

究（Knight，Chisholm，払ulin ＆ WaaトManning，

1988）など，SmXIに関するものが多い．他には，

怒りの頻度・期間・強さ・生起状況・表現・態度等

を測定する内容であるSiegel（1987）による多次元

怒り尺度の研究や，怒り喚起状況への反応性を測定

するNovacoÅngerScaleに関する研究けones，

Thomas＆甘0叫1999）等 が あ る．ま た，

Musante，MacDougall，Dembroski＆Costa（1989）

は怒り経験や怒りの表出，罪悪感を測定する構造化

面接を開発し，妥当性の検討を行っている．

6．怒りの性差。年代差に関する研究

性別ごとに怒りに関する検討を行った研究では，

女性の研究が8件なのに対し男性が1件であり，女

性の怒りを扱ったものが多かった．Healy（1998）

は女性にとって怒りが悪影響を与えるものかどうか

検討し，女性のためのマネージメントについて提案

している．性差に関する研究では，ジェンダーや性

役割を説明変数として怒りの差異を検討しているも

のが多く，Thomas（1989）では女性は男性に比較

すると怒りの議論・身体化が高く，不健康につなが

る可能性があると指摘されている．年代差について

も検討が行われており，Schieman（1999）は年齢

と怒りは負の相関関係にあるとし，その背景要因に
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ついて検討している．一方，Mu11er（1991）はコ

ホート研究によって怒りの対処には年代差がなく，

安定していることを示した．

7．怒りに関する発達研究

Radke一泡rrow＆Ⅹocbanska（1990）は，1歳から

8歳の乳幼児における怒りの発達について検討して

おり，発達的変化や性差，家族背景が怒りの経験・

表現に与える影響について述べている．初期経験に

つ い て は，Mattbews，Ⅵbodall，Kenyon＆Jacob

（1996）が父子の追跡研究によって，ネガティブな

父子関係が3年後の息子の敵意や怒り表出に関連し

ていることを示した．幼児期以外にも，思春期の怒

りと健康との関連について検討した研究

（池rcheski，Mahon＆協rcheski，2002）や，怒りが

非行に与える影響について調べた研究（Aseltine，

Gore＆Gordon，2000）等がある．

8．レビュー

怒りと健康に関連するテーマについて概観した研

究としては，高血圧・IHD患者における怒り関連行

動を概観し，疾患によって異なる対処行動を見出し

たDiamond（1982）の研究や，自己報告法・面接法

による著名な怒り査定方法をまとめたBarefoot＆

Lipkus（1994）のように測定に関するレビュー，認

知行動的介入の技法を概観したAkande（1996）の

研究等がある．

9．治療関係における怒りの研究

医師や看護婦・心理療法セラピストと患者・クラ

イエントという治療関係に関する文献もみられる．

具体例としては，敵意や怒りの表出が治療同盟に与

える影響について検討した研究（Burns，Higdon，

Mullen，Lansky＆鞄i，1999）や，怒りを逆転移に

よるものと臨床的に有用なものに区別する必要性を

述べた研究（Hahn，1995）等がある．

10．暴力

Mintzer（2002）は，虐待された女性の心理にお

いて怒りがどのような役割を果たすかについて検討

している．このような暴力に関連した研究には，レ

イプ加害者の怒りの影響について明らかにした

Grotb，Burgess＆Holmstrom（1977）のよ う に，

加害者側の心理に着目した研究も行われている．

‖．職業

Nieto，Ⅵndel∴払bal，Camunas，Sayalero＆Bianco

（2001）は病院職員の燃えつきと怒り統制の関連に

ついて検討を行っている．このように，特定の職業

における怒りに関連した問題を扱った研究も散見さ

れる．

121その他の研究

その他の研究としては，どリーフ（Dalbert，

2002）やソーシャルサポート（払1fai＆Hart，

1997），自 己 効 力 感（Ausbrooks，Thomas＆

Ⅶilliams，1995）等の要因と怒り関連概念との関係

を検討した研究や，怒りと他の状態における生理反

応を比較したSinha＆払rsons（1996）のような生

理学的研究が存在する．

まとめ

まず，出力された257件の文献のうち，最も古い

ものは1970年のものであったが，220件以上が1990

年以降の文献であり，研究数の増加が著しかった．

もちろん年を経るごとにデータベースに登録されて

いる全記事数も増えてはいるが，1970年と比べた近

年の記事数は2－3倍程度であり，怒りと健康に関

する文献の増加率ははるかにそれを上回っていた．

つまり，AHAと健康というテーマだけでなく，怒

りと健康についても近年になって注目され研究が増

加している領域であることが推測される．研究が行

われている分野につし1ても，健康心理学や臨床心理

学，医学・看護学だけでなく，社会心理学・発達心

理学・文化人類学などの多様な分野からの知見が得

られており，学際的な検討が行われている．

しかし，そのような背景によるものか，やはり研

究結果には少なくない混乱がみられるのも事実で

あった．心臓疾患に関する文献だけを見ても，単純

に怒りと疾患との関連を研究するのではをく怒りの

表現・対処の影響が重視されるように至った経過か

ら，Muller et al．（1995）のように怒りを攻撃的に
表出するのが悪影響を及ぼすとする立場と，

Gallacber et al．（1999）のように怒りを抑え込む対
処が健康を害するという立場が存在する．さらに，

Porter et al．（1999）のように，表出や抑制につい

ても健康と関連がみられなかった研究すら存在する

事態である．その他の疾患においても，心臓疾患と

同様に怒りの表現・対処の影響が注目されている

が，健康との関連を支持する研究と否定する結果が

得られた研究が混在している．このような研究結果

を解決しようという動機に基づく研究も行われてい

るが，現状ではかえって検討すべき課題が拡散して

しまい，一致した知見が得られているとは言い難

い．

研究結果の混乱を解決していくためには，様々な

要凱こついて検討することが必要であるが，性や年

代，文化の差異については比較的研究が行われてい

るので，それらの知見が参考になる．特に文化差に

ついては，測定の問題も関わってくる重要な課題で

ある．海外の研究ではSTAXIを用いた研究が多い

ものの，Herrero一泡yまor（1999）のように他文化集

団への適用には検討が必要であるとした研究もみら
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れ，安易に他国で開発された尺度を使用することば

研究結果の混乱を招く危険性が高いと考えられる．

桃生（1993）が指摘したように，特に人間関係を損

なわないことが重視される日本社会においては，怒

りの表現には社会的影響が大きいと考えられ，その

査定には詳細な検討が必要であると推測される．

また，疾病に関する研究の中には，怒りが疾病の

単なる症状の一つであるのか，発症のメカニズムに

関わる要因であるのかが明確でないものも散見され

た．症状なのか危険要因なのかという弁別は，疾病

の治療を目的とするのか，予防のために危険要因を

同定するのかといった研究目的にも影響する重要な

問題である．症状と危険要因の弁別は縦断的に検討

すべき課題であり，現在以上にその事積が求められ

よう．

さらに，怒りマネージメントに関する研究は数多

く行われており，心身の健康維持・増進のために怒

りを適切に処理することを目的とした介入プログラ

ムのこ叫ズは高いと推測される．現状では認知行動

的アプローチが最もよく用いられているが，怒りの

形成過程を研究したRadke一泡rrow＆Ⅹocbanska

（1990）のような発達研究や，加害者の怒りを検討

したGroth et al．（1978）のような暴力に関する研
究など，関連する様々な先行研究の知見を取り入れ

ていくことによって，より適切な怒りマネージメン

トを開発する上での指針が得られるのではないかと

考えられる．

調査2－1 国内における怒りと健康に関する

研究

目的

調査1で示されたように怒りに関する研究結果に

は文化差が存在することから，日本人を対象とした

研究を行っていく上では，国内における研究の流れ

について整理しておくことが重要であると考えられ

る．そこで，調査2仰1では国内における怒りと健

康に関連する研究について概観するために，国内の

データベースを用いて文献を検索し，整理すること

を目的とする．文献収集に用いるデータベースとし

ては，日本においてはPsychoInfoのように心理学関

連分野のみに関するデータベースが存在しないた

め，幅広い内容の研究収集を意図して国立国会図書

館の雑誌記事索引データベースを用いることとす

る．

手続き・結果

2003年9月に検索を行った．まず，国立国会図書

館雑誌記事索引データベース（MCSIS－IR版）を用

い，1948年以降の全ての文献を対象として検索を

行った．検索の条件としてキ】ワード“怒り”およ

び“健康”をレコード中に含む文献と指定し，検索

を行ったが，その結果8件の文献しか検索されな

かった．そこで，検索条件をキーワ｝ド“怒り”を

タイトルに含む文献としたが，この場合は一般誌の

記事が多く検索されてしまい，研究の目的に適さな

かった．よって，キーワード“怒り”および“心

理”を雑誌分類も含めた全レコード申に含む文献を

指定して検索を行い，より適切な結果が得られるよ

うに意図した．次に，“怒り”および“健康”の条

件で出力された文献と“怒り”および“心理”の条

件で検索された文献を統合し，重複した文献を除い

た全てを呵法によって分類した．5年ごとの文献

数を抗g．2に，分類の結果を瀧ble2に示した・以

下，各分類ごとに詳細を述べる．

1．怒りの構造や関連要因に関する研究

まず，怒り自体に関する詳細な検討や関連要因に

ついての研究が多かった．大渕・小倉（1984）は，

姦
鐘
桝

％、丸亀、鞍鞍㌔㌔、包、侮、鞍鞍

ng．2 国立国会図書館雑誌記事索引における怒りと
健康・心理に関する文献数の5年ごとの推移

伽1e2 国立国会図書館雑誌記事索引における怒りと

健康・心理に関する文献の分類結果

No． 分類 文献数

1． 怒りの構造や関連要因に関する研究 19

2． 発達研究 15

3． 教育場面における怒り 13

4． 怒りと健康 8

5． 怒りの生理 7

6． 暴力 5

7． 怒りの表出 5

8． 怒りマネージメント 5

9． 心理療法における怒り 4

10． 怒りの性差 3

11． その他 7

計 91
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日常生活における怒りについて対象・被害・認知的

評価・反応など多様な観点から検討を行っている．

また，大渕・小倉（1985）は怒りの動機には対人関

係の破壊や報復を目的とする攻撃的動機と，個人の

利害・欲求等に関する目標達成を目指す道具的動機

という二つの因子がみられたことを示した．

2一 発遼研究

次に多かったのは，乳幼児期から思春期における

怒りに関する研究であった．衣笠（2000）は，情動

は諸能力の発達する以前の重要なコミュニケーショ

ン手段であり，攻撃性は人格形成に大きな影響を及

ぼすと述べた．

3．教育場面における怒り

子どもの怒りに対して，いかに対処すべきかとい

う検討も存在する．井上（2002）は親や教師の対処

についてまとめている．

4．怒りと健康

健康に関連する研究では，心臓疾患に関わるテー

マを扱ったものが多かった．福田・渡辺・大木・今

井・井上・橋口・織田・内山・菊池・大川（2001）

は尺度を用いてIHD患者の性格特性について検討

を行い，健常者との比較から敵意・攻撃性・短気と

いう因子を見出した．また，井澤・児玉（2001）は

怒りの対処スタイルとストレスコービング・健康行

動との関連について検討し，怒りを表出・抑圧する

者は他と比較して心理社会的・健康行動要因を通し

て疾病に倦怠しやすい可能性を示した．

5．怒りの生理

怒りに関する生理的研究としては，怒りと他の情

動における身体兆候パターンを比較した余語

（1994）の研究等がある．

6，暴力

湯川・遠藤・吉田（2001）は実験的手続きによっ

て，挑発による怒りと映像の暴力性が攻撃行動につ

ながる可能性を示した．このように暴力・攻撃行動

やそれに関する要因の影響等について検討した研究

がある一方，調査1でみられたような虐待やレイプ

等に関する研究は少なかった．

7，怒りの表出

怒りの表出に関しては，日本人は抑制的で言葉で

は怒りを明示しない方法によって怒りを表出するこ

とが多いことを示し，表出方法による対人的影響等

について検討した木野（2000）のように，表出その

ものについて検討した研究が多かった．

8が 怒りマネージメント

怒りマネージメントに関する研究としては，桜

井・Cusmano（2003）が怒りのコントロールプログ

ラムを開発し，中学生への適f引こついて検討してい

る．

9．心理療法における怒り

このテーマについては，心理療法の過程において

みられる怒りについて考察したものが多く，調査1

のように治療者一被治療者関係に関わる研究はほと

んどみられなかった．

10t 怒りの性差

性差については，女性は親しい対象に対して攻撃

行動を行いやすく，逆に男性は親しくない対象に対

して攻撃を行いやすいことを示した大渕（1985）の

研究等がある．

まとめ

まず，“怒りと健康”に関する研究としては8件

と非常に数が少なく，国内における怒り研究の中で

は健康に関する研究がまだ少ないことが明らかに

なった．しかし，その8件は全て2001年以降の文献

であったことから，最近になって怒りと健康との関

連についての関心が高まってきたのではないかと推

測される．また，怒りに関する文献数自体について

は，ここ5年間の文献がもっとも多く，次が1969年

から5年間の文献となっていた．1969年からの文献

数が多いのは，1969年に発行された“児童心理”誌

において“子どもの怒り”特集が組まれ，その記事

が全て収録されたことによる．よって，実際に怒り

に関する文献が増えてきたのは最近の5年であると

考えて差し支えないであろう．

このような流れの中で，文献数が最も多かったの

は怒りの基礎研究的な文献であり，この領域が今後

もまだ十分に発展する可能性を備えていることを示

していると思われる．次に多かったのが発達・教育

に関するテーマであり，近年“キレる”ことや少年

犯罪等子どもの怒りが問題となっている社会背景の

影響が推察された．次に多かった怒りと健康に関す

る文献においては，先に挙げた福田他（2001）や井

澤・児玉（2001）のように，海外における研究パラ

ダイムを下敷きにして日本人における特徴を明らか

にしようとするアプローチが主流であるように見受

けられた．

既に述べたように，怒りと健康に関する研究の数

は少なかったが，他の研究においても怒りと健康の

関係を説明する上で有用であろう知見も存在した．

大渕・小倉（1985）による怒りの動機の検討や発

達・教育研究は，健康に関連する怒り要因の形成過

程を検討する際，何らかの示唆となるかもしれな

い．性差の研究・生理的研究は怒りと健康を媒介す

る過程を明らかにする上で重要であると推測され

る．また，木野（2000）のように日本人における怒

り表出の特徴について検討した研究は，海外の知見
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を取り入れる際の文化差の影響について，有力な根

拠となることが予測される．

ただし，本調査で用いたデータベ】スは多様な領

域に渡る発行物を網羅したものであったため，怒り

研究の動向はある程度明らかになったものの，本研

究で検討する課題である怒りと健康との関連につい

ての情報が不足しているのは事実であった．よっ

て，より専門的なデータベースを用いてさらに情報

収集を行う必要があると考えられる．

調査2－2 国内医学関連分野における怒りと

健康に関する研究

目的

調査2仙1では，怒り研究の内容分布はある程度

明らかになったものの，そのような中で健康に関連

する研究としてはどのようなものが行われているの

か，という検討を行うには文献数が不十分であっ

た．そこで，より健康に関するテーマが取り上げら

れているであろうと予測される医学中央雑誌データ

ベースを用いて検索を行い，国内における怒りと健

康に関連する研究の様態を概観し，整理することを

目的とする．

手続き。結果

2003年9月に，医学中央雑誌データベースⅦeb

版を用い，1983年以降全ての文献を対象として検索

を行った．検索の条件としては，キーワード“怒

り”をタイトルに含む文献とした．その後，検索結

果として出力された全ての文献を村法によって分

類した．5年ごとの文献数をRg．3に，分類の結果

を取ble3に示した．以下，各大分類ごとに詳細を

述べる．

1．心臓疾患に関する研究

疾病と怒りとの関連について検討した研究では，

心臓疾患に関するものが最も多かった．石原・橋

本・今井・牧田・野原（2002）はタイプA行動パ

ターン尺度よりも，STAXIの下位尺度の方が心筋梗

塞患者の判別率が高かったをことを報告している．

また，井澤・依田・児玉・野村（2003）は怒り・敵

意の次元のうちでも，怒りの表出が心臓血管系の賦

活と関連していることを示した．このように，怒り

と心臓疾患との関連を支持する研究がある一方，そ

のような結果が得られなかった石原・福井・武田
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Fig．3 医学中央雑誌デい夕べースにおける怒りに関

する文献数の5年ごとの推移

瀧ble3 医学中央雑誌データベースにおける怒りに関する文献の分類結果

No． 大分類 文献数 小分類 文献数

1． 心臓疾患 11

2． その他の疾患 43 がん 7

透析 7

痴呆 5

心身症 4

境界性人格障害 3

その他の疾患 17

3． 医療・看護 37 看護場面での怒り 16

患者の怒りへの対処 10

ターミナル・ケア 5

心理療法における怒り 5

4． 怒りマネージメント 17

5． 怒りの関連要因に関する研究 7

6． 生理学的研究 6

7． 怒りの測定 5

8． その他 4

計 129
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（1997）のような研究もやはり存在する．Obira，

瀧nigawa，Iso，Sankai，Imano＆Shimamoto（2000）

においても怒りの発現やその抑制は血圧との関連が

みられなかったが，発現と対処行動数の交互作用が

血圧に影響を与える可能性が示唆されており，対処

行動数という新たな要因の存在を指摘している．

2．その他の疾患に関する研究

次に文献の多かった疾患としてはガンに関するも

の・透析患者に関するもので，痴呆・心身症・境界

性人格障害がそれに続いた．しかし，ほとんどの文

献は疾患の症状としての怒りや疾患の受容過程に関

連した患者の怒りへの対応について検討したもので

あった．そのような中で福西・青木・保坂（1999）

および福西（1998）はガンの病前性格とされるC塑

性格や心身症患者に見られるアレキシサイミアと敵

意・怒りとの関連性について検討しており，AHA

と疾病との関係に関して研究を行っている．また，

境・坂野（2002）においては，SmXIにおける特性

怒りと全般的健康との間に関連を見出した一方，怒

りの表出方法については関わっていないという結果

が得られている．

3，医療・看護場面における怒りに関する研究

疾患に関する文献以外では，医療・看護場面にお

ける患者等の怒りへの対処についてのものが多かっ

た．特に，看護者の対応についての文献が多く，

ニーズの存在が認められた．また，とくに特定の疾

患に関わらず，ターミナル・ケアの視点から患者の

怒りに対する取り組みを試みたものも散見された．

さらに，心理療法の過程においてみられる怒りにつ

いて考察した文献もいくつか出力されていた．

4十 怒りマネージメントの研究

怒りマネージメントの研究には，海外と同様に認

知行動的アプローチによるものが多かった．増田・

長江・根建（2002）は怒り表出者・抑圧者に対する

社会的スキル訓練を行い，怒り対処スタイルの差異

によって適したアプローチが異なることを示唆し

た．また，日本心理学会第66回大会では，“怒りの

制御”について臨床・教育・社会といった様々な領

域における知見を融合しようという動機づけの元に

ワークショップが行われた（湯川・境・木野・日比

野・阿部・増田・佐藤，2002）．

5．怒りの関連要因に関する研究

小原・野原・松本・野末（1992）および小原・野

原（1993）は怒りとストレスおよび生活習慣との関

連について検討を行い，怒り症状のある人は慢性ス

トレスが高く，不健康なストレス対処を生活習慣と

している可能性を示した．

6†生：理学的研究

怒りに関する生理学的研究としては，脳における

領域や伝達物質に関する研究がいくつか散見され

た．

7．怒りの測定について検討した研究

藤井（2001；2002）は，幼児や大学生において場

面ごとの怒り水準を測定する尺度を作成し，大学生

においては怒り得点と神経症傾向との間に関連を見

出した．また，福西・秋元（1998）は投影法による

AHAの測定に関する可能性について検討を行って

いる．

まとめ

まず，文献数の推移に関しては年代を追うごとに

増加傾向にあり，特に1999年以降の増加が著しいと

考えられる．つまり，日本の医学関連分野において

も怒りに関するテーマが注目されてきていることを

示唆しているものと考えられる．また，文献の内容

についても，国立国会図書館雑誌記事索引と医学中

央雑誌データベースの結果を総合するとほぼ海外の

分類結果と同様であり，実数は異なるものの，日本

でも海外と共通した問題意識の元に研究が行われて

いることが推測される，

疾患に関する研究においても，海外と同様に心臓

疾患に関するものが最も多かった．内容的にも，石

原他（2002）のようにS7AXIなどの海外でも用い

られている尺度を用いて怒りを測定し，疾患との関

連を検討するという手法であった．さらに，支持的

な研究がある一方で関連を否定する研究があり，さ

らにその結果の混乱を解決するための知見が提案さ

れるという同様の流れもみられた．しかし，海外に

比べると国内における縦断的な検討は少なく，大規

模な研究の必要性が感じられた．

一方，心疾患以外の疾病に関してはガン・透析に
関する文献が多く，海外における文献の分類結果と

は異なる様相を示した．これは，日本人の死亡原因

の第1位はガンであることなど，日本における研究

ニーズの特徴が現れたものと考えられる．内容的に

は怒り症状等への対応を検討したものが多いが，福

西他（1999）や境・坂野（2002）のように心理学的

に怒りと疾病との関連を検討しようという研究もみ

られ，今後の発展が期待される．

また，怒りのマネージメントについても認知行動

的アプローチや薬物療法，スキルトレーニングなど

様々な技法が検討されており，研究の蓄積が期待さ

れる分野であると考えられる．また，怒りの制御に

関して様々な領域における知見を融合しようとする

学際的な試みは既に行われているが（湯川他，

2002），怒りと健康という問題については，心理学
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や医学，生理学，発達，教育など様々な研究領域に

またがるメカニズムやアプローチが関わってくるこ

とが予測され，さらなる各領域間の交流が必要であ

ると考えられる．

怒りの関連要因に関する研究や怒りの測定を検討

した研究においても，怒りが身体的・精神的健康と

関わる可能性が指摘されている．一方，生理学的研

究に関しては怒りを感じた時の中枢活動を検討した

ものが多く，海外のように怒りがどのような生理的

過程を通して健康を阻害するのかという問題意識の

もとに行われたものは少ないように感じられた．怒

りと健康をつなぐメカニズムの解明は，適切な介入

方法を開発する際に重要な示唆となると推測される

ことから，日本人においても自律神経系や免疫系な

どにおける怒りと健康の生理的媒介過程に関する検

討を行っていく必要性は高いと考えられる．

総合的考察

調査1・2によって，まず海外・国内どちらにお

いても怒りと健康に関する研究は増加していること

が明らかになった．内容としては，心臓疾患を始め

として様々な疾病と怒りとの関連について検討が行

われているだけでなく，その関係に影響する性・文

化を始めとする様々な要因についても検討が行われ

ていた．さらに，そのような前提を踏まえ，怒りを

適切にマネージメントしようとする研究もみられ

た．

このような研究の流れにおいて，怒りを攻撃的に

表出するか，自己内に抑え込んでしまうかといった

怒りの表現方法・対処という観点が検討材料として

よく用いられていた．“単純に怒ることだけでなく，

それをどのように表すか・処理するかが健康にとっ

て重要な要因である”という知見は，より実状に即

した問題提起であっただけでなく，マネージメント

研究においてもより介入夕｝ゲットが同定しやすく

なるという恩恵をもたらしたのではないかと考えら

れる．しかしその一方で，怒りの表現・対処に関す

る研究によって明確で一致した知見が得られるよう

になったかといえば，逆に混迷を深めてしまったよ

うに見える．今回の概観によって，国内外において

怒り表出・抑制それぞれの影響を支持する研究・否

定する研究が混在していることが明らかになった．

また，その不一致を解決しようという試みさえも

様々な諸説が入り乱れ，本末転倒になりかねない危

険性さえ感じられた．近年，Spielberger（1999）は

STAXIよりも多くの下位尺度を持ち，より詳細に怒

りに関する特徴を測定しうる尺度をSTAXト2として

開発した．より詳細な測定を行うことは，怒りと健

康の関連についてより精査な検討を可能にすると推

測されるが，その一方で，測定対象が増えることに

よって研究結果の混乱がさらに深刻化する事態にも

つながりかねない．

また，そのような怒りの表現・対処が健康にとっ

て重要であるという知見は混乱を含みつつも定着し

てきている感はあるが，では実際怒りの表現・対処

が健康とどのように関わっているのか，具体的に言

えば怒りを攻撃的に表出することや抑え込むことの

何が悪いのか，といったテーマについては検討が不

十分である．もちろん，特定の怒りの表現・対処ス

タイルを持つ者における生理的特徴を検討した研究

等は行われている．しかし，その生理的特徴がどの

ような過程を経て怒り表現・対処スタイルから生じ

たものなのか，ということについてはまだ明らかに

なっていない．つまり，怒りの表現・対処が健康に

関わっているのが事実だとしても，それは直接つな

がるのではなく，その間にはまだ何らかの過程が存

在している可能性がある．そして，怒り表現・対処

に関する研究の混乱は，この媒介過程についての検

討が不十分なことによる影響が大きいのではないか

と推測される．各疾患や身体的健康・精神的健康の

区別によってその媒介過程の内容は異なるかもしれ

ないが，今後の研究にはどれを研究対象とする際に

おいても，怒り表現・対処と健康との間を説明する

過程を検討することがより重要な課題である．

さらに，そのような媒介過程を明らかにすること

は，健康的な怒りマネージメントを開発していく上

でも有用である．怒り表現・対処と健康との間を説

明する過程が明らかになれば，単純に不適切な怒り

表現・対処を修正するだけではなく，その修正に

よってどのような状態像が導かれれば健康の改善に

つながるのか，という介入ターゲットを明確にする

ことが可能になる．また，性差・年代差や文化差に

関する研究，縦断的もしくは学際的な研究の重要性

は既に述べたが，それらの研究の蓄積によって得ら

れた知見も取り入れていくことで，日本人における

怒りにより適したマネージメントが可能になると考

えられる．

なお，国内外問わず，また分野を限らず，研究の

方向性としては怒りと“不健康”との関連を検討す

ることを通して，健康改善につなげようとするアプ

ローチがほとんどであった．つまり，多くの研究者

が怒りを統制すべき否定的なものとして捉えている

ように感じられた．しかし，進化学的に見れば，現

代にも怒りが情動の一つとして存在するからには，

そこに何らかの意義があるはずである．怒りのもつ
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意義を肯定的に捉え，その健全な発掻を意図するこ

とによって全く新しい健康増進のための研究アプ

ローチが可能になるかもしれない．そのような観点

から考察すると，怒りの建設的役割について検討し

たDavidson et al．（2000）や道具的動機に基づく怒
りを見出した大渕・小倉（1985）のような研究の蓄

積によって，新しい知見が導かれる可能性が推測さ

れる．

本研究においては，より客観的な概観を意図して

データベースの検索条件を文献収集の基準として定

めた．それにより，ある程度は客観的な検討を行う

ことができたのではないかと考えられるが，一方で

怒りと健康に関して著名な研究であるにもかかわら

ず，検索条件には適合しなかったために分類・考察

対象とならなかった文献も存在した．つまり，本研

究における概観には限界があり，領域によっては

偏ったデータになっている可能性も否定できない．

さらに，領域ごとにも今回は見出されなかった様々

な問題点・課題の存在が推測されることから，より

幅広く文献を収集した上で総合的に考察していくこ

とが，より適切な概観および今後の課題の検討につ

ながっていくと考えられる．

要 約

怒りと健康に関する国内外の研究について概観を

行い，従来の研究における問題点を整理し，今後の

研究に必要とされる知見や課題への示唆を得ようと

試みた．デ｝夕べースの検索条件に一定の基準を定

め，出力された文献を分類して研究の内容分布を示

した．海外・国内とも，怒りと健康に関する研究は

1990年代以降急増しており，現在注目されている

テーマであることが推測された．研究内容として

は，心臓疾患を始めとする様々な疾病と怒りとの関

連を検討したものや，怒りマネージメントの研究，

文化差や性差・年代差，測定方法の検討，発達・教

育的研究など様々な領域における研究が行われてい

た．特に，文化差や測定に関しては社会・文化によ

る影響が大きく，海外の知見を取り入れる際には詳

細な検討が必要であることが示された．また，検討

の対象として怒りの表出・抑制などの怒り表現・対

処について取り上げている研究が多かった．しか

し，それらの研究にはそれぞ表t支持的研究・否定的

研究等が混在しており，m一致した知見が導かれてい

るとはいえない状態であった．このような研究結果

の混乱を解決するためには，怒り表現・対処が実際

にはどのようなプロセスを経て健康に関わっている

のかという媒介過程を明らかにすることが重要であ

93

ると推測された．また，従来の研究は怒りの悪影響

について検討したものが多く，今後怒りのもつ肯定

的意義に焦点を当てた研究を行っていくことで，新

しい知見が得られる可能性が示された．
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